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設置する前にお読みください�

各機器の準備�

ネットワークスキャニング�
ボックスの取り付け�

本書は、コピーユニット、ネットワークスキャニングボックス、FAXボックスのセットアップ方法について�

記載しています。�

FAXボックスの取り付け�

セットアップガイド�セットアップガイド�



  

CS-7000、プリンタ、スキャナ、各オ�
プションの設置や接続の手順について�
記載しています。�

CS-7000、プリンタ、スキャナを使用�
してコピーする手順や、困ったときの対�
処について説明しています。�

CS-7000、プリンタ、スキャナ、ネッ�
トワークスキャニングボックスを使用し�
てネットワーク上で使用する手順や、�
困ったときの対処について説明していま�
す。�

セットアップガイド(本書)

コピー操作ガイド�

ネットワークガイド�

FAX操作ガイド�

クイックガイド�

CS-7000、プリンタ、スキャナ、FAX�
ボックスを使用してFAX機能を使う手順�
や、困ったときの対処について説明して�
います。�

コピーとFAXの日常使用において役に立�
つ情報をまとめて簡単に記載しています。�
本ガイドは、本製品の近くに置いてお使�
いください。�
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本
マ

イ

 － 文中のマーク、表記について

文中のマーク、表記について
ークについて
本書では、いくつかのマークを用いて重要な事項を記載しています。マークが付いて
いる文章は次のように重要な内容を記載しています。必ずお読みください。

ラストについて
本書に掲載するプリンタ本体のイラストは、基本として LP-9500CZ のイラストを使
用しています。お使いの機種に置き換えてご覧ください。 

abc この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

ade この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。 

w
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、装置本体が損傷す
る可能性が想定される内容、本システムが正常に動作しないと思
われる内容、必ずお守りいただきたいこと（操作）を示しています。 

p
補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。 

s 関連した内容の参照ページを示しています。
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ラーレーザープリンタとネットワークスキャナに、コピーユ
ーシステムです。
種は以下の説明を参照してください。

種は以下の通りです。

備考

システムの必須メモリは 192MBです（推奨 256ＭB以上）。 
ードディスク（オプション装着時）は、コピーデータのスプールまたは丁合い
理用としても使用されます。

プションスロット（IEEE1394 I/Fカード用）は使用できません。 
-9000H/ES-7000H は、SCSI コネクタにコンピュータまたはネットワークス
ャニングボックスを接続して使用できます。 
-6000HS/ES-6000H は、SCSI コネクタにネットワークスキャニングボック
を接続して使用できます。コンピュータを接続することはできません（EPSON
an Server 用のコンピュータを除く）。

製品型番 備考

スキャナスタンド） LP-9500C/LP-9500CZ 専用のスキャナスタ
ンドです。

スキャナスタンド） LP-9000B/LP-9000C、LP-9500C/LP-
9500CZ用のスキャナスタンドです。

ワークスキャニングボックス）スキャナをネットワーク上で使用するための
オプションです。ワークスキャニングボックス）

ックス） ファックス機能を使用するためのオプション
です。  

ャナスタンドの中にプリンタを入れる場合、次のオプションを使用
さい。 
0C/LP-9500CZ：専用プリンタ台（CSCBN8B） 
0B/LP-9000C：増設カセットユニットキャスター付き
CZ1CC2） 
ニットにすべてのオプションを装着した場合は、電圧がAC 100V の
トが 4口必要です。
設置する前にお読みください
ここでは、コピーシステムを設置するために必要なスペースや、設置上のご注意など
について説明しています。

●本システムの概要 ................................................. 3
●セットアップの流れ............................................... 4
●設置に必要なスペース............................................ 6
●設置上のご注意 .................................................... 9

本システムの概要
本システムは、EPSON カ
ニットを組み合わせたコピ
本システムを構成可能な機

システム構成
本システムを構成可能な機

オプション

製品型番

プリンタ LP-9500C
LP-9500CZ
LP-9000C
LP-9000B  

• 本
• ハ
処

スキャナ ES-9000H
ES-7000H
ES-6000HS
ES-6000H  

• オ
• ES
キ

• ES
ス
Sc

オプション CSCBN7A（専用

CSCBN8A（専用

ESNSB2（ネット

ESNSB1（ネット

CSFAX1（FAX ボ

p
• 専用スキ
してくだ

• LP-950
• LP-900
（LPA3

• コピーユ
コンセン
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シ

扱説明書を参照してセットアップを行います。 

注意を確認します。 

要なスペース」 

ション）を組み立てます。

い場合は、 Cへ進みます 

梱の説明書 

す。

います。 

トアップガイド
時期によっては「ユーザーズガイド」のみ同梱されてい
アップ方法は「ユーザーズガイド」に記載されていますの
ださい。） 

プ

プ

図は専用スキャナスタンド（CSCBN7A）
の場合です。
 － 設置する前にお読みください

ステム全体図 セットアップの流れ
以下の手順で、それぞれの取

A 設置スペースおよび設置上の

s 本書6 ページ「設置に必

B 専用スキャナスタンド（オプ

スキャナスタンドを使用しな

s 専用スキャナスタンド同

C スキャナをセットアップしま

電源の接続と動作確認まで行

s スキャナに同梱のスター
（ES-9000Hの場合、製造
ます。この場合、セット
で、そちらを参照してく

p
LP-9500C/LP-9500CZの横幅は専用スキャナスタンドの幅より広いため、その
ままではスタンドに入れることはできません。図のように、専用スキャナスタ
ンドの中にプリンタを入れるには、プリンタに専用プリンタ台（CSCBN8B）が
装着されている必要があります。 

p

 

• 図のように、専用スキャナスタンドの中にプリンタを入れるには、プリンタ
に増設カセットユニットキャスター付き（LPA3CZ1CC2）を装着して、専用
スキャナスタンドとピン（2本）で固定する必要があります。 

• 操作パネルの位置が高くなりすぎないように、プリンタに装着する増設カ
セットユニットは、最大 2段まででお使いいただくことをお勧めします。

スキャナ
（ES-9000H/ES-7000H/ES-6000HS/
ES-6000H）
イラストは ES-9000Hの場合です。

専用スキャナスタンド
（CSCBN7A） プリンタ

（LP-9500C/LP-9500CZ）
イ ラストは用紙カセットユ
ニットを１段装着した場合で
す。

操作パネル
ネットワークスキャニング
ボックスも収納できます。

専用プリンタ台（CSCBN8B）

リンタが LP-9500C/LP-9500CZの場合

専用スキャナスタンド
（CSCBN8A） プリンタ（LP-9000B/LP-9000C）

イラストは増設カセットユニッ
ト 1 段と増設カセットユニット
キャスター付き（LPA3CZ1CC2）
を装着した場合です。

操作パネル
ネットワークスキャニング
ボックスも収納できます。

リンタがLP-9000B/LP-9000Cの場合

スキャナ
（ES-9000H/ES-7000H/ES-6000HS/
ES-6000H）
イラストは ES-9000Hの場合です。
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ボックス（オプション）を接続します。

ボックスを使用しない場合は、 Gへ進みます。 

トワークスキャニングボックスについて」 

ン）を接続します。

い場合は、 Hへ進みます。 

ボックスについて」 

、すべてのセットアップは終了です。 

イラストは ESNSB2の場合です。

モード切替�

使用するスキャナや装着され
ているオプションにより、画面
の内容が多少異なります。
D プリンタをセットアップします。

電源の接続と動作確認まで行います。 

sプリンタに同梱のスタートアップガイド 

E 本機に同梱の付属品をプリンタおよびスキャナと接続します。 

s本書10 ページ「各機器の準備」 

F ネットワークスキャニング

ネットワークスキャニング

s本書26 ページ「ネッ

G FAXボックス（オプショ

FAXボックスを使用しな

s本書30 ページ「FAX

H 動作確認をします。

以下の画面が表示されるとw
プリンタの電源プラグは、コンセントに単独で差し込んでください。たこ足配
線、テーブルタップやコンピュータなどの裏側にある補助電源への接続、およ
び各オプションの電源を接続しているコンセントと同じコンセントに接続しな
いでください。

LP-9500CZLP-9500C

LP-9000B/LP-9000C
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設

専

プ

00Cの場合
：CSCBN8A）/
ター付き（LPA3CZCC2）

50mmごとに 7段階に調節できます。
は、スタンド上部と下部を固定するボルト（ネジ）を差し込む穴を変える
ては、専用スキャナスタンドに同梱の取扱説明書を参照してください。
。
。
0Hの場合です。
150mm以上のすき間が必要です（プリンタ背面およびスキャナの背面に
す）。
するときのためにプリンタ背面とスキャナスタンドの間には約220mm以

ときなどプリンタ上部の Bカバーを開ける場合は、プリンタを
ドから引き出してから開けてください。その際、プリンタとス
を固定しているピン（2本）を外す必要があります。

約620mm

6

イラストは ES-9000Hの
場合です。

mm

イラストは LP-9000B/
LP-9000Cの場合です。
 － 設置する前にお読みください

置に必要なスペース
ここでは、オプションの専用スキャナスタンド、専用プリンタ台を使用する場合と使
用しない場合に分けて、各機器を設置するために必要なスペースを示します。

用スキャナスタンド / プリンタ台を使用する場合

リンタが LP-9500C/LP-9500CZの場合
専用スキャナスタンド（型番：CSCBN7A）/専用プリンタ台（型番：CSCBN8B）

*1 専用スキャナスタンドは、高さを 50mmごとに 5段階に調節できます。
専用スキャナスタンドの高さ調節は、スタンド上部と下部を固定するボルト（ネジ）を差し込む穴を変える
ことで行います。調整方法については、専用スキャナスタンドに同梱の取扱説明書を参照してください。

*2 スキャナが ES-9000H の場合です。
*3 スキャナが ES-7000H の場合です。
*4 スキャナが ES-6000HS/ES-6000Hの場合です。
*5 オプションの両面印刷ユニット装着時の数値です。
*6 専用スキャナスタンドの背面には 150mm 以上のすき間が必要です（プリンタ背面およびスキャナの背面に
は 100mm 以上のすき間が必要です）。

プリンタが LP-9000B/LP-90
専用スキャナスタンド（型番
増設カセットユニットキャス

*1 専用スキャナスタンドは、高さを
専用スキャナスタンドの高さ調節
ことで行います。調整方法につい

*2 スキャナが ES-9000H の場合です
*3 スキャナが ES-7000H の場合です
*4 スキャナが ES-6000HS/ES-600
*5 専用スキャナスタンドの背面には
は 100mm以上のすき間が必要で

*6 用紙カセットを引き延ばして使用
上のすき間が必要です。

約936～1136mm*2

約943～1143mm*3

約961～1161mm*4

約 150mm*6

約 620mm

約 800mm

プリンタに用紙カセッ
トユニットを使用する
場合は、最も高い位置
で固定してください。*1

イラストはES-9000Hの場合です。

約750mm

イラストはLP-9500CZの場合です。

約 640mm
（約700mm）*5 

p
用紙が詰まった
スキャナスタン
キャナスタンド

約936～1236mm*2

約943～1243mm*3

約961～1261mm*4

約 150mm*5

約 950mm*

約 750
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プリンタ台を使用しない場合
べて設置します。各機器の設置に必要なスペースは次の通り

通りです。ボタンの操作に支障のないスペースを確保してく

約 625mm

約 165mm
専用スキャナスタンド /
プリンタ、スキャナを並
です。

CS-7000（操作パネル）
操作パネルの寸法は次の
ださい。 

w
プリンタ（LP-9000B/LP-9000C）に装着した増設カセットユニットキャスター
付き（LPA3CZCC2）のキャスター部分は、スキャナスタンドから手前に約
200mm 突き出た状態になります。つまずかないように注意してください。

操作パネルの位置が高くなりすぎないように、プリンタの増設カセットユニッ
トは、最大 2 段まででお使いいただくことをお勧めします。

最大約1261mm

約 200mm

約 50mm
（ゴム脚ありの場合）
約 37mm
（ゴム脚なしの場合）
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プ

00mm

m

830mm
300mm

200mm

1434mm
 

 － 設置する前にお読みください

リンタ
プリンタの設置についての詳細は、プリンタに添付の「開梱と設置作業を行われる方
へ」をご覧ください。
プリンタの周囲には、作業がしやすいように十分なスペースを確保してください。

LP-9500C/LP-9500CZ

LP-9000B/LP-9000C 

w
プリンタの上に、スキャナやCS-7000の操作パネルを重ねないでください。故
障の原因になります。

100mm

100mm
排気方向

＜本体正面＞

用紙カセット引き出し時

両面印刷ユニット装着時

100mm

1212mm

318mm

285mm

418mm

518mm

1170mm

418mm

A カバーを開いた場合

3

220mm

772mm ＊

650m

1493mm

*オプションの増設カセット
ユニットを３段まで増設し
た場合は 1239mm
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設置の際にご注意いただく事項が異なります。それぞれの取
置してください。

ください。

子部品で作られています。次のような場所に設置すると動
りますので、絶対に避けてください。

風通しの良い場所 次の気温と湿度の場所

ホコリや塵の多い場所 温度変化の激しい場所

火気のある場所 水にぬれやすい場所

冷暖房機具に近い場所 振動のある場所  

ラジオに近い場所には設置しないでくださ
は、情報処理装置等電波障害自主規制協議
I）基準に適合しておりますが、微弱な電波
ております。近くのテレビ・ラジオに雑音
ことがあります。 
発生しやすい場所でお使いになるときは、
止マットなどを使用して、静電気の発生を
ださい。

10～32℃�
15～80％�

震　動�
スキャナ（ES-9000H/ES-7000H/ES-6000HS/ES-6000H）
スキャナの設置についての詳細は、スキャナに添付の次の取扱説明書をご覧ください。 
sスキャナに同梱のスタートアップガイド
（ES-9000Hの場合、製造時期によっては「ユーザーズガイド」のみ同梱されてい
ます。この場合、セットアップ方法は「ユーザーズガイド」に記載されていますの
で、そちらを参照してください）

スキャナの周囲と上側には、操作しやすいように十分なスペースを確保してください。
図はES-9000H です。

*1 オプションの ADF（オートドキュメントフィーダ）を装着した場合は約620mm
*2 オプションの ADFを装着した場合は約 490mm
*3 オプションの ADFを装着した場合は約 280mm

設置上のご注意
プリンタ、スキャナごと
扱説明書をご参照の上、設

次のような場所に設置して

各機器は精密な機械・電
作不良や故障の原因とな

ES-9000H ES-7000H ES-6000HS/ES-6000H

① 約 450mm 約 460mm 約 460mm

② 約 660mm 約 660mm 約 660mm

③ 約 150mm 約 160mm 約 180mm

②

③*3

（原稿カバーを閉じた
状態でのサイズ）

約 600mm*1

① *2

100mm以上

水平で安定した場所

直射日光の当たる場所

湿度変化の激しい場所

揮発性物質のある場所

w
• テレビ・
い。本機
会（VCC
は発信し
を与える

• 静電気の
静電気防
防いでく

水　平�

ベンジン�
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ナに取り付けます。

以下の通りです。 
枚

ロットのカバーを外し、本製品に同梱のスキャナ用 I/F

イバが必要です。ご用意ください。 
電源をオフにして作業を行ってください。電源がオンの状態で
付けるとスキャナおよび I/F カードの故障の原因になります。

S-6000HS/ES-6000H

ES-7000H

オプションスロット
0 － 各機器の準備

各機器の準備
ここでは、コピーユニットと各機器の接続方法について説明しています。

●スキャナの準備...................................................10
●プリンタの準備...................................................12
●コピーユニットの準備.......................................... 20
●ケーブルの接続...................................................22
●動作確認 ...........................................................24

スキャナの準備
本製品に同梱の部品をスキャ

スキャナに取り付ける部品
スキャナに取り付ける部品は
• スキャナ用 I/F カード：1

取り付け手順
スキャナ背面のオプションス
カードを取り付けます。

取り付け作業にはプラスドラ

w 必ずスキャナの
I/Fカードを取り

オプションスロット

ES-9000H

E

オプションスロット
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本）で固定します。

ドの取り付けは終了です。
り付けます。

て
用される場合、スキャナビボタンは使用できません。誤って
ールをスキャナビボタンに貼ってください。

て
いるコピーを行わないよう、「コピー禁止事項」を記載した
。このシールはスキャナに貼ってご使用ください。
000H をご使用の場合、同梱の「ES-6000HS ES-6000H を
貼ってご使用ください。
A スキャナの電源をオフにします。 

B オプションスロットのカバーを取り外します。

カバー内側のネジ（2本）を外します。 

C スキャナ用 I/Fカードを、オプションスロットに差し込みます。

I/F カードの部品が実装されている面を上にして、スロット左右のガイドに沿ってまっ
すぐ差し込み、先端のコネクタがスロット奥のソケットに差し込まれる手応えがある
まで差し込んでください。 

D I/F カードを固定します。

I/Fカード背面のネジ（2

以上でスキャナ用 I/Fカー
次にプリンタに付属品を取

スキャナビボタンについ
コピーシステムとして使
操作しないよう、同梱のシ

注意事項のシールについ
本製品には、禁止されて
シールが同梱されています
また、ES-6000HS/ES-6
ご利用のお客様」シールを

＜ES-9000H ＞ ＜ ES-7000H ＞ ＜ ES-6000HS/ES-6000H＞

ES-9000Hの場合

ES-9000Hの場合

ES-9000Hの場合



1

プ

プ

テムとしてお使いになる場合、プリンタ搭載メモリ容量
64MB+ 増設メモリ128MB）以上が必須条件となります

けでは使用できません。本製品に同梱の増設メモリ
モリを、本書の手順に従って取り付けてください。 

以外の分解はしないでください。けがや感電、火傷の原因とな

着は、電源ケーブルを抜いた状態で行ってください。感電の原
があります。 
静電気放電によって部品に損傷が生じるおそれがあります。作
接地されている金属に手を触れるなどして、身体に帯電してい
してください。

（シンクロナス DRAM）PC100 または PC133 仕様　CL=2

128MB、256MB、512MB

ン DIMM（デュアルインラインパッケージ）

精細でコピー処理を行う場合、扱う画像の内容やサイズによっ
足でコピーできないことがあります。
には、メモリを増設するか、原稿タイプを高精細以外に設定す
面でのコピーに設定するなどの必要があります。
 

2 － 各機器の準備

リンタの準備
本製品に同梱の部品をプリンタに取り付けます。

リンタに取り付ける部品
プリンタに取り付ける部品は次の通りです。 
• CS-7000 ROMモジュール：1枚 

• プリンタ用 I/Fカード：1枚
（CS-7000 に同梱のネジ（1本）と、プリンタ背面のネジ（5本）で固定します。） 

• 増設メモリ（128MB）：1枚
（CS-7000 に同梱の増設メモリは、容量 128MBのものが1枚です。プリンタのメ
モリは、最大1024MB まで増設できるため、必要に応じて市販の増設メモリを用意
してください。）

プリンタ用 I/Fカードについて

プリンタをカラーコピーシス
は192MB（標準搭載メモリ
（推奨256MB以上）。
標準搭載メモリ（64MB）だ
（128MB）や、市販の増設メ

p 本製品に同梱の増設メモリの他に、増設メモリを用意している場合も、次ペー
ジ以降の説明を参照して増設メモリの取り付けを行ってください。 

abc 指示されている
ります。 

ade オプションの装
因となるおそれ

w
取り付けの際、
業の前に必ず、
る静電気を放電

DRAMタイプ SDRAM

容量 64MB、

形状 168 ピ

データバス幅 64bit

SPD あり 

p
両面、あるいは高
ては、メモリ不
このような場合
る、あるいは片
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の位置を確認します。 

り付けます。

ネクタカバーを取り外します。
（5箇所）を取り外します。 

ソケット 0 に装着されているメモリ（64MB）も大容量のものに
。ただし、ソケット 0には必ずメモリを取り付けておいてくださ
が動作しなくなります。

増設メモリ用ソケット1

標準メモリ用ソケット 0

ハードディスクユニット
接続コネクタ
取り付け手順 （LP-9500C/LP-9500CZ の場合）
取り付け作業にはプラスドライバが必要です。ご用意ください。また、先端が磁石に
なっているドライバを使用してください。 

A プリンタの電源をオフにして、電源ケーブルを取り外します。 

B プリンタの左カバーを取り外します。 

C プリンタ本体内のソケット

D プリンタ用 I/Fカードを取

①プリンタ本体背面のコ
コネクタカバーのネジ

ade プリンタの左カバーを開けたときは、基板上の注意シールの貼ってある部分に
手を触れないでください。基板上は高温になっている部分があるため、火傷の
おそれがあります。

左カバー 

w
標準メモリ用
交換できます
い。プリンタ

標準ROMは取り外さない
でください。プリンタが動
かなくなります

ROMモジュール用ソケット A

ROMモジュール用ソケット B

プリンタ用 I/F カード用
接続コネクタ



1

します。 

固定します。

（5本）を使用して固定します。 

品に同梱のネジのうち、座金のない、ネジ溝の間隔が狭いネジ
てください。
 

4 － 各機器の準備

②コネクタカバーを取り外します。

③プリンタ背面の差込み口にコネクタを合わせます。
④プリンタ用 I/Fカードをプリンタ側のソケットに差し込みます。

⑤同梱のネジ（1本）で固定

E プリンタ用 I/Fカード背面を

手順 Dの①で取り外したネジ

w
コネクタカバーを取り外す際は、基板上の部品に触れないよう、コネクタカバー
の端を持ってください。 

w プリンタ用 I/F カードを扱う際は、基板上の部品に触れないよう、I/F カードの
端を持ってください。 

p
ここでは、本製
（1本）を使用し
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ジュールを取り付けます。

きの位置をソケットに合わせ、図のようにまっすぐソケット
着されると、ソケット上部のツメがROMモジュールの切り
端の○印の部分が飛び出した状態になり、ROMモジュール

、静電気放電によって部品に損傷が生じるおそれがあります。作
、接地されている金属に手を触れるなどして、身体に帯電してい
電してください。  

ROMモジュールは、ソケットAまたはBどちらに装着してもかまい
 
用オプションのフォームオーバーレイROMモジュールは、ソケット
た場合のみフォームデータを登録できます。
、フォームオーバーレイ ROM モジュールと一緒に装着する場合、
ROMモジュールはソケット B に装着することをお勧めします（登
ータを読み出す場合、フォームオーバーレイ ROM モジュールは、
A、Bどちらでも構いません）。 
用オプションの PS3モジュールは、ソケット Bに装着します。その
機のROMモジュールはソケット A に装着します。
F 本製品に同梱の増設メモリを取り付けます。

どのソケットから装着してもかまいません。また、1枚のみの装着でもかまいません。
ただし、ソケット0には必ずメモリを装着してください。
増設メモリの切り欠きの位置をソケットに合わせ、図のようにまっすぐにソケットに
差し込みます。正しく差し込まれると、ソケット上下のツメで固定されます。 

G 本製品に同梱のROMモ

ROM モジュールの切り欠
に差し込みます。正しく装
欠きにかみ合い、ソケット
が固定されます。 

w

 

• 取り付ける際に、必要以上に力をかけないでください。部品を損傷するおそ
れがあります。作業は慎重に行ってください。 

• 取り付ける方向を逆にしないように注意してください。 
• 取り付けの際、静電気放電によって部品に損傷が生じるおそれがあります。
作業の前に必ず、接地されている金属に手を触れるなどして、身体に帯電し
ている静電気を放電してください。 

w メモリを無理に押し込まないでください。スロットとメモリの取り付け方向を
確認して、メモリが破損しないように、ゆっくりとスロットに押し込んでくだ
さい。

切り欠き 

w
取り付けの際
業の前に必ず
る静電気を放

p
• 本製品の
ません。

• プリンタ
Aに装着し
このため
本製品の
録済のデ
ソケット

• プリンタ
場合、本

切り欠き



1

H

I

B/LP-9000C の場合）
イバが必要です。ご用意ください。また、先端が磁石に
てください。 

電源ケーブルを取り外します。 

して、右カバーを取り外します。 

約 85 度）になっている部分があるため、火傷のおそれがあり
要のない場所には触れないようにしてください。
 

6 － 各機器の準備  

Bで取り外したカバーをプリンタに取り付けます。

カバー下のツメ（3箇所）をプリンタ側に引っかけてから取り付けます。 

取り外した電源ケーブルを元通りに取り付けます。

以上でプリンタ側のセットアップは終了です。
次に専用スキャナスタンドに付属品を取り付けます。
専用スキャナスタンドを使用しない場合は、以下のページへ進みます。 
s本書22 ページ「ケーブルの接続」

取り付け手順 （LP-9000
取り付け作業にはプラスドラ
なっているドライバを使用し

A プリンタの電源をオフにし、

B 右カバーのネジ（6本）を外

ade 基板上は高温（
ます。作業に必
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外します。

口にコネクタを合わせます。
をプリンタ側のソケットに差し込みます。 

ーを取り外す際は、基板上の部品に触れないよう、コネクタカバー
ください。 

I/Fカードを扱う際は、基板上の部品に触れないよう、I/F カードの
ださい。
C プリンタ本体内のソケットの位置を確認します。 

D プリンタ用 I/Fカードを取り付けます。

①プリンタ本体背面のコネクタカバーを取り外します。
コネクタカバーのネジ（5箇所）を取り外します。

②コネクタカバーを取り

③プリンタ背面の差込み
④プリンタ用 I/F カード

w
標準メモリ用ソケット 0 に装着されているメモリ（64MB）も大容量のものに
交換できます。ただし、ソケット 0 には必ずメモリを取り付けておいてくださ
い。プリンタが動作しなくなります。

標準ROMは取り外さない
でください。プリンタが動
作しなくなります

ROMモジュール用ソケット B

ROMモジュール用ソケット A

増設メモリ用ソケット 1

標準メモリ用ソケット 0

ハードディスクユニット
接続コネクタ

プリンタ用I/F カード用
接続コネクタ 

w
コネクタカバ
の端を持って

w プリンタ用
端を持ってく



 

1

E

取り付けます。

かまいません。また、1枚のみの装着でもかまいません。
メモリを装着してください。
をソケットに合わせ、図のようにまっすぐにソケットに
まれると、ソケット上下のツメで固定されます。 

に、必要以上に力をかけないでください。部品を損傷するおそ
。作業は慎重に行ってください。  
向を逆にしないように注意してください。  
、静電気放電によって部品に損傷が生じるおそれがあります。
ず、接地されている金属に手を触れるなどして、身体に帯電し
を放電してください。 

押し込まないでください。スロットとメモリの取り付け方向を
リが破損しないように、ゆっくりとスロットに押し込んでくだ
8 － 各機器の準備

⑤同梱のネジ（1本）で固定します。 

プリンタ用 I/Fカード背面を固定します。

手順 Dの①で取り外したネジ（5本）を使用して固定します。 

F 本製品に同梱の増設メモリを

どのソケットから装着しても
ただし、ソケット0には必ず
増設メモリの切り欠きの位置
差し込みます。正しく差し込

p
ここでは、本製品に同梱のネジのうち、座金のない、ネジ溝の間隔が狭いネジ
（1 本）を使用してください。 w 

• 取り付ける際
れがあります

• 取り付ける方
• 取り付けの際
作業の前に必
ている静電気

w メモリを無理に
確認して、メモ
さい。

切り欠き
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をプリンタに取り付けてから、ネジ（6本）で固定します。 

元通りに取り付けます。

アップは終了です。
に付属品を取り付けます。
用しない場合は、以下のページへ進みます。 
ブルの接続」 
G 本製品に同梱のROMモジュールを取り付けます。

ROM モジュールの切り欠きの位置をソケットに合わせ、図のようにまっすぐソケット
に差し込みます。正しく装着されると、ソケット上部のツメがROMモジュールの切り
欠きにかみ合い、ソケット端の○印の部分が飛び出した状態になり、ROMモジュール
が固定されます。 

H

 

Bで取り外した右カバー

I 取り外した電源ケーブルを

以上でプリンタ側のセット
次に専用スキャナスタンド
専用スキャナスタンドを使
s本書22 ページ「ケー

w
取り付けの際、静電気放電によって部品に損傷が生じるおそれがあります。作
業の前に必ず、接地されている金属に手を触れるなどして、身体に帯電してい
る静電気を放電してください。 

p

 

• 本製品のROMモジュールは、ソケットAまたはBどちらに装着してもかまい
ません。 

• プリンタ用オプションのフォームオーバーレイROMモジュールは、ソケット
Aに装着した場合のみフォームデータを登録できます。
このため、フォームオーバーレイ ROM モジュールと一緒に装着する場合、
本製品のROM モジュールはソケット Bに装着することをお勧めします（登
録済のデータを読み出す場合、フォームオーバーレイ ROM モジュールは、
ソケットA、B どちらでも構いません）。

切り欠き



2

コ

専

専

イバが必要です。 

作パネル用ケーブルを接続します。

ても、かまいません。 

板を取り付けます。

取り付けます。座金のついていない、ネジ溝の広いネジ
 

バーで覆われていますので、ケーブルを外すときは側面のバネ
しながら外してください。

右側の裏面

操作パネル用ケーブル

ル用ケーブルのコア（円筒形の部品）は、
入れてください。

操作パネル

操作パネル取付板
 

0 － 各機器の準備

ピーユニットの準備
本製品の操作パネルや各ケーブルの取り付け手順を説明します。

用スキャナスタンドへの取り付け
オプションの専用スキャナスタンド（型番：CSCBN7A、CSCBN8A）にCS-7000 の
操作パネルを取り付けます。
専用スキャナスタンドを使用しない場合は、以下のページへ進みます。 
s本書21 ページ「専用スキャナスタンドを使用しない場合」

用スキャナスタンドに取り付ける部品 

• 操作パネル 

• 操作パネル取り付け板
本製品に同梱のネジ（5 本）で操作パネルに取り付けてから、専用スタンドに同梱
のネジ（4本）で専用スキャナスタンドに固定します。 

• 操作パネル用 I/Fケーブル

取り付け手順
取り付け作業にはプラスドラ

A 操作パネルのコネクタに、操

ケーブルのどちら側を接続し

B 操作パネルに操作パネル取付

本製品に同梱のネジ（5本）で
を使用してください。 

p
• 操作パネルの専用スキャナスタンドへの取り付けは、本製品に同梱の操作パ
ネル取付板とネジ（5 本）、および専用スキャナスタンドに同梱のネジ（4 本）
が必要です。 

• 操作パネルと操作パネル取付板は、操作パネル用I/Fケーブルを接続した後に
取り付けてください。操作パネルを取り付けた後で、I/F ケーブルを接続する
ことはできません。 p

コネクタ部はカ
部をしっかり押

操作パネル

操作パネ
この中に
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使用しない場合
使用しない場合、本製品に同梱のゴム脚を、操作パネルの底
ださい。
ネルの背面側に、ゴム脚（小：2個）は、正面側に貼り付けます。 
C 操作パネルを専用スキャナスタンドに取り付けます。

専用スキャナスタンド前面にカバーが装着されている場合、ネジ（2本）を外して、カ
バーを取り外してから差し込んでください。 

D 専用スキャナスタンドと操作パネルを固定します。

専用スキャナスタンドに同梱のネジ（4本）で固定します。

以上で専用スキャナスタンドへの取り付けは終了です。
次にケーブルを接続します。次のページへ進みます。

専用スキャナスタンドを
専用スキャナスタンドを
面に貼り付けて使用してく
ゴム脚（大：2個）は、操作パ

w
操作パネルと操作パネル取付板をネジで固定する際、次の点に注意してくださ
い。 
• 操作パネルと取付板をささえる人と、ネジで固定する人の、2 人以上で行っ
てください。 

• 操作パネル取付板を取り付けるために操作パネルを裏返すときは、左側のカ
バーを押さえながら裏返してください。カバーを押さえずに裏返すと、カ
バーが開き、中のトレイなどが落ちる可能性があります。 

• 操作パネルを裏返してネジで固定する場合、操作パネルが傷付いたり破損す
ることを防ぐために、平らな台の上で、柔らかい布などの上に置いてくださ
い。 

• 操作パネルの破損を防ぐため、ネジをきつく締めすぎないでください。 
• 操作パネルに接続している操作パネル用ケーブルのコア（円筒形の部品）が、
操作パネル取付板の内側に入るようにして取り付けてください。
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ケ

接

オフにします。 

ます。

コネクタが大きいケーブル）を、スキャナに装着した I/F
します。もう片方はプリンタに装着した I/F カードの
ネクタに差し込みます。
に差し込まれたことを確認してください。 

場合です） 

P-9500CZ の場合です）

「ECIF」という刻印がある
コネクタに接続します。
 

2 － 各機器の準備

ーブルの接続
CS-7000 の操作パネルとスキャナを、プリンタに装着した I/F カードのコネクタに接
続します。
接続の概要は、下図のようになります。

続するケーブル
同梱のケーブルには、次の 2 種類があります。接続の際は、コネクタの大きさと向き
を確認して、接続するケーブルを間違えないようにしてください。 

• ススススキキキキャャャャナナナナ用用用用ケケケケーーーーブブブブルルルル：：：：
コネクタの大きいケーブルです。スキャナ用 I/F カードとプリンタ用 I/F カードの
接続に使用します。 

• 操操操操作作作作パパパパネネネネルルルル用用用用ケケケケーーーーブブブブルルルル：：：：
コネクタの小さいケーブルです。操作パネルとプリンタ用 I/F カードの接続に使用
します。

接続手順 

A スキャナとプリンタの電源を

B スキャナとプリンタを接続し

スキャナ用ケーブル（両端の
カード背面のコネクタに接続
「ECIF」という刻印があるコ
カチッという音がして、確実

• スキャナ側（ES-9000Hの

• プリンタ側（LP-9500C/L

プリンタ

スキャナ

CS-7000操作パネル

スキャナ用ケーブル 操作パネル用ケーブル

オプションのスキャナスタンドを
使用している場合、すでに片側は
操作パネルに接続された状態に
なっています。

「ECIF」という刻印がある
コネクタに接続します。



各機器の準備 － 23 

SCBN7A、CSCBN8A）を使用する場合、専用スキャナスタ
め具）を下図の位置に取り付けてください。

BN7A）の場合
のクランプ（2個）に操作パネル用ケーブルを通します。
2個）に、操作パネル用ケーブル、スキャナ用ケーブル、ス
のように束ねて通します。 

スキャナの
電源ケーブル

このクランプには、次のケーブルを通します。 
• 操作パネル用ケーブル 
• スキャナ用ケーブル 
• スキャナの電源ケーブル

スキャナ用
ケーブル
C 操作パネルとプリンタを接続します。

操作パネル用ケーブル（両端のコネクタが小さいケーブル）を、プリンタに装着した
I/F カードの「PANEL」という刻印があるコネクタに差し込みます。
カチッという音がして、確実に差し込まれたことを確認してください。

以上でケーブルの接続は終了です。
最後に動作確認を行います。次のページへ進みます。

ケーブルの固定について
専用スキャナスタンド（C
ンドに同梱のクランプ（止

専用スキャナスタンド（CSC
スキャナを載せる台の裏側
スタンド背面のクランプ（
キャナの電源ケーブルを図

p
専用スキャナスタンドを使用しない場合は、操作パネル右側のコネクタにケー
ブルを接続します。コネクタ部はカバーで覆われていますので、ケーブルを外
すときは側面のバネ部をしっかり押しながら外してください。

「PANEL」という刻印がある
コネクタに接続します。

操作パネル用
ケーブル

：クランプ
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オンにして、動作の確認を行います。

と、CS-7000の電源もオンになります。
00 はプリンタとスキャナの接続や、それぞれの状態を確

チを押して電源をオンにします。 

して電源をオン（｜）にします。

と、CS-7000の電源もオンになります。

②プリンタ
4 － 各機器の準備

用スキャナスタンド（CSCBN8A）の場合
スキャナを載せる台の裏側に操作パネル用ケーブルを通します。
スタンド背面のクランプ（2個）に操作パネル用ケーブルとスキャナ用ケーブルを束ね
て通します。
スタンド背面のクランプ（3個）に、スキャナの電源ケーブルを通します。

動作確認
スキャナ、プリンタの電源を

電源のオン
プリンタの電源をオンにする
電源がオンになると、CS-70
認します。

電源投入の順序 

A スキャナのOperateスイッ

B プリンタの電源スイッチを押

プリンタの電源をオンにする

スキャナの電源
ケーブル

操作パネル用
ケーブル

この部分にケーブルを通して、
右コードカバー板をネジ（1 本）で
固定します。専用スキャナスタンド
の取扱説明書も参照してください。

：クランプ

スキャナ用ケーブル

①スキャナ

ES-9000Hの場合

LP-9500C/LP-9500CZの場合
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ます。

なります。 

ます。

。
ドをご覧いただき、実際にコピーを実行してください。  

や、電源をオンにしてからコピー基本画面が表示されるまでの間
電源をオフにしないでください。動作不良や故障の原因になりま
C CS-7000がスキャナとプリンタのチェックを始めます。

チェックが完了すると、コピー基本画面が表示されます。 電源のオフ 

A プリンタの電源をオフにし

CS-7000 の電源もオフに

B スキャナの電源をオフにし

以上で動作確認は終了です
この後は、コピー操作ガイ

p
• オプションを接続時などは、チェックに時間がかかる場合があります。 
• エラーメッセージが表示された場合は、以下のページを参照して対処してく
ださい。 

sコピー操作ガイド 59 ページ「エラーメッセージ」 
• 操作パネルに何も表示されない場合は、各ケーブルがしっかり接続されてい
るか確認してください。確認しても症状が改善されない場合は、保守契約店
（保守契約されている場合）またはお買い求めいただいた販売店またはエプ
ソン修理窓口へご相談ください。

確認中画面 コピー基本画面 

モード切替�

装着されているオプションや接続されて
いるスキャナの機種により、画面の内容
が異なる場合があります。 

w
コピー実行中
は、各機器の
す。

LP-9500C/LP-9500CZ の場合

ES-9000Hの場合
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ニングボックスについて

キャニングボックス（ESNSB2）を使用することで、ス
用できるようになります。コピーシステムと連動させる
すだけで、スキャンした画像をファイルサーバに直接保
バスキャン機能）。
子メールに添付して送ることもできます（スキャン Eメー

ックスは操作パネルに収納することができます。
ックスとスキャナの接続については、ネットワークス
取扱説明書を参照してください。
ネルにネットワークスキャニングボックスを取り付ける

た状態で、スキャナをネットワーク上で使用する場合は、スキャ
ワークスキャニングボックスに添付の次のソフトウェアが必要

スキャンの場合：
n」 
ン、スキャン Eメールの場合：
canAgent」および「EpsonNet ScanEditor」

イルサーバ� メールサーバ�

CS-7000操作パネル

トワーク
ャニング
クス

ボックス収納スペース
 

6 － ネットワークスキャニングボックスの取り付け

ットワークスキャニングボックス
の取り付け

ここでは、オプションのネットワークスキャニングボックスを装着、接続する手順に
ついて説明します。

●ネットワークスキャニングボックスについて .............26
●ネットワークスキャニングボックスの取り付け ..........27
●ケーブルの固定...................................................29

ネットワークスキャ

オプションのネットワークス
キャナをネットワーク上で使
と、操作パネルのボタンを押
存することができます（サー
また、スキャンした画像を電
ル機能）。

ネットワークスキャニングボ
ネットワークスキャニングボ
キャニングボックスに同梱の
ここでは、CS-7000の操作パ
手順について説明します。 

p
本製品と接続し
ナまたはネット
です。 
• ネットワーク
「EPSON Sca

• サーバスキャ
「EpsonNet S

クライアントPC

ファ

ネッ
スキ
ボッ

ネットワークスキャニング
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ルを、ネットワークスキャニングボックスに接続します。 

ボックスのACアダプタのケーブルを接続します。

ークスキャニングボックス底面に、ゴム脚を装着している場合、ゴ
り外してください。ゴム脚を外さないと操作パネルに収納できませ

の場合は、スキャニングボックス本体およびケーブル、コネクタの
と異なります。ESNSB1取扱説明書の図と反対の向きになる側のコ
接続してください。
ネットワークスキャニングボックスの取り付け 

A 操作パネル左側のカバーを上げて、中に入っているトレイを取り出します。 

B 操作パネル左側面のカバーを、矢印の方向に引いて取り外します。 

C ネットワークスキャニングボックスのケーブルを接続します。

ケーブルを操作パネル左側から通して接続します。 

D ネットワーク I/Fのケーブ

E ネットワークスキャニング

①カバーを押しながら
②下に引いて外します 

w

 

• ネットワ
ム脚を取
ん。 

• ESNSB1
形状が図
ネクタを



 

2

F

G

H

、元通りに取り付けます。 

じます。

ニングボックスの取り付けは終了です。
ニングボックス添付の取扱説明書を参照していただき
さい。 

用スキャナスタンドに取り付けていない場合、ケーブル類に無
ないよう、左側面のカバーを必要に応じて外すことができます。
ル底面に、同梱のゴム脚を貼り付けてください。
8 － ネットワークスキャニングボックスの取り付け 

ネットワークスキャニングボックスの左側を、図のように操作パネル左側のくぼみに

差し込みます。

ケーブルが外れないように、ゆっくりと差し込んでください。 

右側をゆっくり下げて、完全に操作パネルの中に収納します。 

操作パネルの裏から、ネジ（1本）で固定します。

ネジは、本製品に同梱されています。座金の付いているネジを使用してください。
ESNSB1 の場合は、2本のネジで固定します。 

I 操作パネル左側面のカバーを

J 操作パネル左側のカバーを閉

以上で、ネットワークスキャ
この後はネットワークスキャ
セットアップを完了してくだ

p 各ケーブルが外れていないか、ケーブルに無理な力がかかっていないかを確認
してください。 

p
操作パネルを専
理な力がかから
また、操作パネ
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BN8A）の場合
にケーブルを通します。
3個）にネットワーク I/FのケーブルとAC アダプタのケー

トワークスキャニングボックスに同梱のマジックテープを
ンド下図の面に貼り付けてください。

ネットワーク I/F のケーブル

ACアダプタのケーブル

ネットワークスキャニングボックスの ACアダプタ
本体は、この部分の向こう側の面に貼り付けます。
ネットワークスキャニングボックスに同梱の
マジックテープを使用して貼り付けてください。

この部分にケーブルを通して、
左コードカバー板をネジ（1本）
で固定します。専用スキャナス
タンドの取扱説明書も参照して
ください。
ケーブルの固定
専用スキャナスタンド（CSCBN7A、CSCBN8A）をご利用の場合は、専用スキャナス
タンドに同梱のクランプ（留め具）を下図の位置に取り付け、ケーブルを束ね、クラ
ンプに通して固定してください。

専用スキャナスタンド（CSCBN7A）の場合
スキャナを載せる台の裏側のクランプ（2個）にケーブルを束ねて通します。
スタンド背面のクランプ（2個）にネットワーク I/Fのケーブルと ACアダプタのケー
ブルを束ねて通します。
AC アダプタ本体は、ネットワークスキャニングボックスに同梱のマジックテープを
使って、専用スキャナスタンド下図の面に貼り付けてください。

専用スキャナスタンド（CSC
スキャナを載せる台の裏側
スタンド背面のクランプ（
ブルを束ねて通します。
AC アダプタ本体は、ネッ
使って、専用スキャナスタ

ネットワークスキャニングボックス
のケーブル（スキャナ背面の SCSI コ
ネクタに接続します）

3 つの穴のいずれかにクラン
プを取り付けます。

ネットワーク I/F のケーブル

AC アダプタのケーブル

ネットワークスキャニングボックスの ACアダプタ本体は、
この面に貼り付けます。ネットワークスキャニングボックス
に同梱のマジックテープを使用して貼り付けてください。

ネットワークスキャニング
ボックスのケーブル（スキャ
ナ背面のSCSIコネクタに接
続します）
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て
使用することで、FAX機能が使用できるようになります。
スタンドに取り付けることができます。ここでは、FAX
に取り付ける手順、およびケーブル等を接続する手順を

ンドにFAXボックスを取り付ける手順について説明しま

ては、FAXボックスに同梱のシートを参照してください。 

4 本）を使って、専用スキャナスタンドのスキャナを置く

定します。  

は、コピーユニットの準備が終了してから取り付けを行ってく

ージ「コピーユニットの準備」 
を取り付ける前に、必ずプリンタとスキャナの電源をオフにし
 
の取り付けは、必ず 2人以上で行ってください。1人で行うと落
あります。

クス正面側
ド正面側に向けます）

専用スタンドを使用しない
場合は、この金具を取り外
してお使いてください。
0 － FAXボックスの取り付け

FAX ボックスの取り付け
ここでは、オプションのFAX ボックスを装着、接続する手順について説明します。

●FAXボックスについて .........................................30

FAX ボックスについ
オプションのFAXボックスを
FAX ボックスは専用スキャナ
ボックスをスキャナスタンド
説明します。

FAXボックスの取り付け
ここでは、専用スキャナスタ
す。

FAXボックスの同梱物につい

A FAXボックスに同梱のネジ（

板の裏側にFAXボックスを固

w
• FAX ボックス
ださい。 

s本書 20 ペ

• FAX ボックス
てください。

• FAX ボックス
下のおそれが

FAX ボッ
（スタン

専用スタンドを使用しない
場合は、この金具を取り外
してお使いてください。
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ERスイッチがオフ(○)になっていることを確認してから、

インレットに電源ケーブルを差し込みます。 

電圧が AC100Vのコンセントに電源ケーブルのプラグを差

WERスイッチ（｜）を押して電源をオンにします。

プが点灯するか確認してください。確認できれば正常です。

り付けは終了です。
ドをご覧いただき、実際にFAX を実行してください。  

にアース線の接続コネクタがある場合は、アース線を接続してください。 
機器を接続している環境下では、本機に触れた際に電気を感じること
。このようなときは、アース（接地）を取ることをお勧めします。

①オフ（○）になっている
　ことを確認し、

100V

オン（｜）にします。
B FAXボックスに同梱のUSBケーブルのタイプBコネクタ（ ）を、FAXボッ

クス背面の「HOST」という刻印があるコネクタに差し込みます。

確実に差し込まれたことを確認してください。 

C USB ケーブルのタイプA コネクタ（ ）を、プリンタに装着した I/Fカードの

「FAX」という刻印があるコネクタに差し込みます。

確実に差し込まれたことを確認してください。 

D FAX ボックスに同梱の電話ケーブルを、FAX ボックス背面の「LINE」という刻印があ

るモジュラージャックに差し込みます。もう一方は、電話回線用のモジュラージャッ

クに差し込みます。

FAX ボックスには、一般の電話機を接続できます。一般の電話機を接続する場合は、
FAX ボックス背面の「TEL」という刻印があるモジュラージャックに一般の電話機の
電話ケーブルを差し込みます。 

E FAXボックス背面のPOW

FAXボックス背面のAC

F アース線を接続してから、

し込みます。 

G FAXボックス背面のPO

FAXボックス背面のラン

以上でFAXボックスの取
この後は、FAX操作ガイ

w
• 留守番電話機能などが搭載されている多機能電話機は、FAX ボックスに接続
しないでください。FAX ボックスが正常に機能しない場合があります。 

• スキャナスタンドにFAXボックスを取り付けた状態で一般の電話機を接続す
る場合は、市販の電話台などに一般の電話機を置いてください。

「HOST」という刻印がある
コネクタに接続します。

「FAX」という刻印があるコ
ネクタに接続します。

一般の電話機用ケーブル 電話回線用ケーブル

「TEL」という刻印がある
モジュラージャックに接続
します。

「LINE」という刻印がある
モジュラージャックに接続
します。 

p

 

• コンセント
• 多数の周辺
があります

②電源ケーブルを
　差し込みます

ランプ



3

ケ

専

8A）の場合
個）にFAXボックスの電源ケーブルを通します。
個）に電話ケーブルを通します。

FAX ボックスの
電源ケーブル

FAXボックス用ケーブルと電話機用ケーブル
（電話機用ケーブルは、一般の電話機を接続する場合
に使用します。電話機用ケーブルは、電話機を置く場
所に合わせて、固定する位置を決めてください。）
 

2 － FAXボックスの取り付け

ーブルの固定
専用スキャナスタンド（CSCBN7A、CSCBN8A）をご利用の場合は、専用スキャナス
タンドに同梱のクランプ（留め具）を下図の位置に取り付け、ケーブルを束ね、クラ
ンプに通して固定してください。

用スキャナスタンド（CSCBN7A）の場合
スキャナを載せる台の裏側のクランプ（2 個）に、FAX ボックスの電源ケーブルと電
話ケーブルをそれぞれ通します。
スタンド背面のクランプ（3個）にFAX ボックスの電源ケーブルと電話ケーブルを束
ねて通します。

専用スキャナスタンド（CSCBN
スタンド背面のクランプ（3
スタンド背面のクランプ（2

FAXボックスの電源ケーブル

FAXボックス用ケーブルと電話機用ケーブル
（電話機用ケーブルは、一般の電話機を接続する場合
に使用します。電話機用ケーブルは、電話機を置く場
所に合わせて、固定する位置を決めてください。）
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ずる限られた範囲内において使用することを目的とする以外、著作権者の承認が必要です。�

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制競技会（VCCI）の基準に基づくクラスA情報
技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。�
この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。�
本装置の接続において指定ケーブルを使用しない場合、VCCIルールの限界値を超えることが
考えられますので、必ず指定されたケーブルを使用してください。�

① 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。�
② 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。�
③ 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記
載もれなど、お気づきの点がありましたらご連絡ください。�

④ 運用した結果の影響については、③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くだ
さい。�

⑤ 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、
またはエプソンおよびエプソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたこと等に
起因して生じた障害等につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。�

⑥ エプソン純正品および、エプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着し、
それが原因でトラブルが発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねます
のでご了承ください。この場合、修理などは有償で行います。�

EPSON ESC/Pageはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。�
IBM PC、IBMはInternational Business Machines Corporationの商標または登録商標です。�
Apple の名称、Macintosh、Power Macintosh、AppleTalk、EtherTalk、Mac OS、TrueTypeは 
Apple Computer, Inc. の商標または登録商標です。�
Microsoft、Windows、WindowsNTは米国マイクロソフトコーポレーションの米国およびその
他の国における登録商標です。�
Adobe、Adobe AcrobatはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。�
その他の製品名は各社の商標または登録商標です。�

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理・保守サービスおよび
技術サポートなどの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。�
また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがありま
す。このような国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたし
ましては一切責任を負いかねますのでご了承ください。�

紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わらず、法律に違
反し、罰せられます。�
（関連法律）�
 刑法　　　　　　　　　第148条、第149条、第162条�
 通貨及証券模造取締法　第1条、第2条　など�



     

Printed in Japan 03.XX-XX
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